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●
 

十
一
月
十
六
日
か
ら
長
年
、
住
民
の

願
い
で
あ
っ
た
路
線
バ
ス
が
運
行
さ
れ

利
用
者
は
大
変
喜
ん
で
い
ま
す
。
 

新
し
く
開
通
さ
れ
た
若
山
地
区

（
戸

沢
・
石
田
坂
・
若
山
・朝
日
・
興
隆
）
 

は
、
こ
れ
ま
で
は買
い
物
な
ど
で
市
街

地
に
行
く
と
き
は
タ
ク
シ
ー
か
三
十
分

も
か
か
る
バ
ス
停
ま
で
歩
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
利
用
者
の
一
人

成
田
と
す
さ
ん
（
七
五歳
）
は
、
「交
通

費
が
半
分
以
下
に
な
り
特
に
高
齢
者
に

と
っ
て
は
病
院
通
い
が
お
金
の
心
配
も

な
く
行
け
ま
す
」
と
便
利
に
な
っ
た
こ

と
を
話
し
て
い
ま
し
た
。
 

十
六
日
の
開
通
式
で
は
若
山
地
区
川

身
の
バ
ス
の
成
田
利
雄
運
転
手
に
花
東

贈
呈
後
、
害
藤
一
郎
市
議
会
議
長
や
奈

良
久
武
弘
南
バ
ス
囲
五
所
川
原
営
業
所

長
ら
の
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
一
番

バ
ス
が
出
発
し
ま
し
た
。
 

運
行
に
当
た
っ
て
は
、
市
と
弘
南
バ

ス
と
地
域
住
民
と
の
三
者
で
協
議
を
重

ね
た
結
果
、
五
所
川
原
市
若
山
線
バ
ス

運
営
委
員
会

（
長
内
徳
家
委員
長
）
を

組
織
し
て
、
運
行
路
線
住
民
の
毎
月
の

回
数
券
購
入
を
前
提
に
バ
ス
連
行
す
る

こ
と
に
合
意
し
た
も
の
で
地
域
住
民
の

熱
意
と
協
調
が
今
回
の
連
行
を
実
現
さ

せ
た
と
言
え
ま
す
 

これからよろし〈お願いします 



黒
鷲
離
濡
ゆ
沖
押ー
」
 
 

廻
舜娼
康
起漉
」
＠
」m『
気
一
一
 一
一事」
 

考
え
F

巡
ま
す
義
太
切
な
辱
と
を
 

気
一
謡
弾
 

少
年
の
主
張
発
表
大
会
 

'" 
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子
ど
も
は
地
域
の
宝
物

赤
ち
ゃ
ん
誕
生
に
 

記
念
品
贈
呈
 

十

一
月
十
一
百
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
七
和
に
お
い
て
、
今
年
七
和
地

区
で
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
三
人
に
対
し
、
 

七
和
地
域
住
民
協
議
会
（
松
山
典
七
郎

会
長
）
か
ら
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
 

同
事
業
が
住
民
主
導
で
行
わ
れ
る
の

は
、
市
内
は
勿
論
、
県
内
で
も
初
め
て

の
試
み
で
、
記
念
品
と
し
て
贈
ら
れ
た

親
子
写
真
や
赤
ち
ゃ
ん
の
手
形

・
足
形

の
入
っ
た
写
真
、
誕
生
日
の
新
聞
等
に

は
、
七
和
地
区
に

一
人
で
も
多
く
の
子

ど
も
が
生
ま
れ
、
健
や
か
に
育
つ
よ
う

に
と
の
同
協
議
会
の
願
い
が
込
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
 

多
」
多
勿
『
り
シ
 
リ
ー
ド
す
る
 

傷
多

H七
が
わ
ら
市
農
業
花

き
部
会
 

％
 

奨
励
賞
を
受
賞
 

本
県
に
お
け
る
農
業
分
野
で
、
最
も

権
威
の
あ
る
賞
と
し
て
今
年
創
設
さ
れ

た
「
明
日
を
拓
く
『
青
森
県
農
業
賞
ヒ

の
奨
励
賞
を
、
ご
し
ょ
が
わ
ら
市
農
協

花
き
部
会
（
長
尾
信
彦
会
長
）
が
受
賞

し
ま
し
た
。
 

同
会
の
受
賞
は
、
積
極
的
に
輪
ギ
ク

の
施
設
栽
培
を
導
入
・
拡
大
し
、
新
規

加
入
者
の
た
め
の
ト
レ
ー
ナ
ー
制
な
ど

独
自
の
取
り
組
み
に
よ
っ
て
、
当
市
を

県
内
最
高
の
栽
培
技
術
を
持
つ
一
大
産

地
に
発
展
さ
せ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
た

も
の
で
、
同
部
会
の
今
後
の
活
躍
と
当

市
農
業
の
け
ん
引
車
と
し
て
の
役
割
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

十
一
月
十
一
百
、
市
働
く
婦
人
の
家

に
お
い
て
第
十
八
回
少
年
の
主
張
発
表

大
会
が
行
わ
れ
、市
内
の
小
・
中
学
生
が

日
頃
疑
間
に
感
じ
、
考
え
た
思
い
を
元

気
に
発
表
し
て
い
ま
し
た
。
 

〈
各
賞
受
賞

者

〉
 

◇
市
長
賞
 

中
 
央
 
小
 
六
年
 
三
上
 
彩
華

五
 
中
 

二
年
 
岩
崎
 
史
織

◇
教
育
長
賞
 

羽
野
木
沢
小
 
六
年
 
小
林
 
千
峰

五
 
三
 
中
 
三
年
 
土
岐
 
彩
佳

◇
学
校
警
察
連
絡
協
議
会
長
賞
 

中
 
央
 
小
 
六
年
 
山
下
 
有
美

五
 
二
 
中
 
三
年
 
斉
藤
 
理
香

◇
青
少
年
問
題
協
議
会
長
賞
 

一
野
坪

小
 
ー
ハ年
 

橋
 
小
 
六
年
 
高
坂
 
英
竜
 

中
 
】
年
 

中
 
二
年
 
村
上
恵
梨
香
 

◇
保
護
司
会
奨
励
賞
 

梅
 
泉
 
小
 
」ハ
年

五
 
三
 
中
 
一
一年

◇
B
B
s
会
奨
励
賞
 

梅
 
泉
 
小
 

五
 
四
 
中
 

」
一
好
 
中
 
一
 
 

市
長

賞
 

「思
い
や
り
の
か
た
ち
」
 

五
所
川
原
第
三
中
学
校
 

一一
年
 
岩
 
崎
 
史
 
織

み
な
さ
ん
も
ち
ょ
っ
と
考
え
直
し
て

見
て
下
さ
い
。
体
に
障
害
を
も
「
た

人
達
も
、
自
分
に
で
き
る
事
を
探
し
、
 

そ
れ
に
向
け
て
必
死
に
努
力
し
、
生
き

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
、
が
ん

ば
「
て
い
る
人
達
を
、
最
近
よ
く
目
に

し
ま
す
。
例
え
ば
、
車
イ
ス
の
人
達
が

集
ま
っ
て
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん
だ
り
、
 

本
格
的
な
競
技
と
な
る
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
を
目
指
し
努
力
し
て
い
る
人
や
、
仕

事
に
つ
い
て
働
い
て
い
る
多
く
の
人
達

で
す
。
自
分
の
不
自
由
な
体
に
く
じ
け

ず
、
そ
の
ハ
ン
デ
を
の
り
越
え
て
私
達

以
上
に
強
い
意
志
を
持
っ
て
、
社
会
に

出
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
障
害

者
の
力
に
な
っ
て
あ
げ
ら
れ
る
事
は
手

を
引
い
た
り
、
お
ん
ぶ
し
た
り
す
る
事

な
の
で
し
ょ
う
か
。
す
べ
て
の
障
害
者

が
自
由
に
、
私
達
と
同
じ
様
な
生
活
を

送
れ
る
様
に
な
る
事
が
、
ス
テ
キ
な
社

会
と
呼
べ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
 

（中
 
文
 
略
）
 

私
が
考
え
る
理
想
の
街
と
は
、
障
害

者
が
遠
慮
や
不
安
の
気
持
ち
を
忘
れ
、
 
 私

達
と
同
じ
よ
う
に
自
由
を
楽
し
め
る
、
 

そ
ん
な
街
で
す
。
今
ま
で
私
は
困
っ
て

い
る
人
を
助
け
て
あ
げ
ら
れ
る
社
会
を

目
指
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
回

の
事
を
き
っ
か
け
に
、
体
の
不
自
由
な

人
が
困
ら
な
い
で
、
自
由
に
行
動
で

き
る
事
が
必
要
だ
と
分
か
り
ま
し
た
。
 

で
も
、
た
と
え
そ
ん
な
社
会
に
な
っ
て

も
、
こ
ま
っ
て
い
る
人
を
助
け
る
気
持

ち
だ
け
は
、
い
つ
ま
で
も
決
し
て
忘
れ

て
は
い
け
ま
せ
ん
。
あ
の
日
、
道
を
渡

ろ
う
と
し
て
い
た
目
の
不
自
由
な
女
性

を
、
助
け
ら
れ
な
か
っ
た
自
分
へ
の
後

悔
の
気
持
ち
も
忘
れ
ま
せ
ん
。
人
と
助

け
合
う
事
の
大
切
さ
、
障
害
者
の
困
難

を
知
れ
た
か
ら
で
す
。
今
回
の
こ
と
で

学
ん
だ
、
た
く
さ
ん
の
事
を
生
か
し
、
 

困
っ
て
い
る
人
を
素
直
に
助
け
ら
れ
る
、
 

勇
気
の
あ
る
心
の
持
ち
主
で
あ
り
た
い

で
す
。
 

※
紙
面
の
都
合
に
よ
り
、
抜
粋
の
形
で

掲
載
い
た
し
ま
し
た
。
 

月鳥
海 

聡 
子 

五五長

一匹I 桶i 

ノ」、 

里予 

岡り
稔 

．ー ーー ノ、 
年年年 

神
 
め
ぐ
み

岩
崎
 
史
織
 

神
 
め
ぐ
み

小
野
 
剛
稔

一
戸
 
厚
子
 

し 元気F発語驚児！童生徒たち 
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ど
う
も
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
 

⑥
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
 

〇
小
さ
な
親
切
運
動
五
所
川
原
支
部
（
福
士
孝

一
支
部長
）
目
七

万
円
。
 

〇
五
所
川
原
盆
栽
会

（侶
々
木
治
会
長
）
H

一
万
七
千
八
百
円
。
 

〇
毘
沙
門
・
長
富
地
区
住
民
協
議
会
（
角
田
善
造
会
長
）
 

H
 三
万
三
千
七
百
二
十
二
円
。
 

〇
県
立
五
所
川
原
工
業
高
等
学
校P
T
A
母
親
委
員
会

（
対馬
逸
了
委
員
長
）
 

H
 六
万
五
百
円
。
 

⑥
市
養
護
老
人
ホ
ー
ム
く
る
み
園
（
 

〇
大
坂
京
さ
ん
（
ー
ッ
谷
一
一
五
ー
一五
）
H

寄
贈

（
食用
菊
ニ
キ
ロ
）
っ
 

〇
有
限
会
社
フ
ラ
ン
ド
ー
ル
（
岩
谷
豊代
表
）
H
寄
贈

（
各種
ハ
ン
亘
 
十
個
）n
 

一
こみ
ひ
ろ
い
し
た
ら
た
ん
ぼ
ぽの
わ
た
毛
が
と
ん
で
い
っ
た
 

●

標
語
の
部
特
別
賞
よ
り
●
 

環
境
衛
生
思
想
の
普
及
を
目
的
に
日

常
生
活
か
ら
発
生
す
る
ご
み
の
処
理
状

況
等
に
つ
い
て
作
品
を
募集
し
た
、
第

二
十
一
回
住
み
よ
い
環
境
づ
く
り
児
童

生
徒
作
品
展
の
表
彰
式
が
十
一
月
六
日
、
 

市
働
く
婦
人
の
家
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

今
回
は
二
百
九
十
九
点
の
作
品
が
応

募
さ
れ
、
特
に
優
秀
な
作
品
に
対
し
小

学
生
に
は
菊
池
助
役
か
ら
、
中
学
生
に

は
五
所
川
原
市
民
保
健
協
議
会
の
中
井

達
郎
会
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
、賞
状
と
記

念
品
が
贈
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

国
、
地
方
公
共
団
体
、
企
業
、
個
人

を
問
わ
ず
、
あ
ら
ゆ
る
主
体
が
積
極
的

に
環
境
問
題
に
取
り
組
み
「環
境
に
や

さ
し
い
社
会
」
を
築
き
上
げ
て
い
く
こ

と
が
今
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
 
 

〈受
賞
者
は
次
の
と
お
り
〉
 

小
学
校
の
部
 

〇
ポ
ス
タ
ー
の
部
 

金
賞
 
中
央

小
六
年

森
山
 
祥
子

銀
賞
 
中
央

小
 
三
年
坂
本
 
嵩
延

銅
賞
 
中
央

小
五

年
坂

本
 
大
樹
 

中
央

小

六
年
高

橋
 
弘
枝
 

松
島

小

ー
ハ年
工

藤
 

香

〇
作
文
の
部
 

金
賞
 
中
央

小
 四
年
木
村
 
祐
貴

銀
賞
 
東
 
小
 
三
年
大
坂
 

悠

銅
賞
 
中
央

小
 
四
年
新

谷
 
天
悠

〇
標
語
の
部
 

特
別
賞
 東

 
小
 

三
年
古

川
 
琢
磨
 

金
賞
 
七
ッ
館
小
 四
年
工
藤
 
美
里

中

央
小
 
五
年
藤
森
 
祥
子
 

銀
賞
 
中
央
小
 
三
年
櫛

引
 
麻
弥

東
 
小
 

四
年
大

坂
 
愛
実
 

銅
賞
 
中
央
小
 
三
年
近
藤
 
祥
真

中
央

小
 五
年
小

野
 
由
香

東
 
小
 

四
年
新
谷
 
貴
嗣

七
ッ
館
小
 
四
年
斎

藤
 
礼
菜
 

〇
書
道
の
部
 

特
別
賞
 
 

ん
所
川
原
小
 
三
年斉
藤
 
彩
香
 

沖
飯
詰
小
 六
年
秋
田
 
瞳

金
賞
 
南
 
小

三
年
牧
野
 
一
沙

小
 四
年
福
士
 
直
城

小

五
年

金
谷
 

舞
 

中
央
小

」ハ
年
高
橋
 
弘
枝
 

銀
賞
 
南
 
小
 
三
年
長
尾
 
佳
織

南
 
小
 

四
年
洋
田
 
佑
希

五
所
川
原
小
 三
年
 
田中
 
友
恵

五
所
川
原
小
 四
年
藤
田
 
公
子

長
橋
小
 

三
年
乳
井
 
俊
憲

中

央
小
 
五
年
川
市
理
香
子

中
．央
小
 
五
年
岡
田
 
愛
子

沖
飯
詰
小

六
年
外
崎
 
鮎
子
 

銅
賞
 
南
 

小
 五
年
工
藤
 
千
果

五
所
川
原
小
 三
年
野
呂
 
美
帆

長
橋
小
 

四
年
中
川
 
裕
貴

中
央
小
 

三
年
飛
嶋
 
翻

中
央
小
 

六
年

三
上
南
海
子

沖
飯
詰
小
 五
年
吉
岡
 
洋
平

飯
詰
小
 

四
年
三
浦
 

歩

東
 
小
 
三
年

金
谷
 
翼

七
ッ
館
小
 
六
年
佐
藤
ち
あ
き
 

中
学
校
の
部
 

〇
ポ
ス
タ
ー
の
部
 
 

特
別
賞
 
五
一
中
ニ
年
寺

田
 
早
織
 

五
一
中
 
」
年
 中
林
 
妙
子

金
賞
 
五
一
中
一
年
 

台
丸
谷
洋
子
 

五
一
中
 
「
年
 成
田
 
陽
子

銀
賞
 
五
一
中
一
年
 
石
田
 
衣
麗
 

銅
賞
 

五
一
中
 
一
年
 
加
藤
 
光

五
 
中
 
」
年
 
山
田
 
聡
也

五
一
中
 
一
年
 
下山
貴
容
子

五
 
中

一
年
 
阿
久
戸
 
賢

五
 
中
一
年
 

大
川
 
聖
未

五
．
中
一
年
 

小
関
香
保
理

五
 
中
 
」
年
 平
山
 
賀
子

五
 
中
 
三年
 
斎
藤
 
肇
 

五
一
中
 
「
年
 
新谷
 
和
子

〇
作
文
の
部
 

特
別
賞
 
五
一
中
三
年
 
奈
良
 
泰
治
 

五
一
中
 
三
年
 平
山
 
陽
一

金
賞
 
五
一
中
 
二
年
 毛
内
 
雅
人
 

五

一
中
 
三
年
 
成
田
 
陽
子
 
 

一
年
 
森
 
佳
津
代

一
年
 
櫛
引
 
望

二
年
 
新
谷
 
実
佳

三
年
 
佐
々
木
雪
恵

一
年
 近
藤
 
博
美

一
年
 
寺
田
 

悠

二
年
 
福
士
 
優
子

三
年
 
洋
田
 
香
織

三
年
 
相
馬
知
加
子
 

隠
 

く
り
児
童生
徒
作
晶
一
 

く
り
児
童生
徒
作
晶
展
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~ か
 

一
生

一
民
 

2.286. 995干円 
（平成10年 9月30日 

現在） 

衛 生 喝 1，ロ l0, 125干円 1 

」
 

つ 
平成 9年度一般会計の収入額は、 I 

前年度に比べて1.8％増、支出額 1 

は前年度に比べて3.4％の増とな 1 
っています。 	 ― 
差引余剰金iょ、250,166千円です】 
が、翌年度に繰り越した財源が I 
97,016千円含まれていますので、~ 
実質153,150千円となっています。― 
	  I 

平成10年12月 1日 4 五所川原市役所 富352111 

市の財政がどのまうに運営
され、どのようま状況にあ
るかをお知らせします。 

歳 

◇平成10年度 

ー般会計歳入

歳出予算執行入

状況 

歳入歳出予算額 

20,681 J93千円 

● （平成9年度繰越分 

97,016千円含） 

日22, 009干円  

出農林水産業費門静押

消防 費~譜4. 2票P1P1  

商工費他~ 

~ 予算額  
［二二］ 支出済額 

支出済額 7, 980, 236千円

支出率 38. 6% 

◇平成9年度 一般会計歳入歳出決算の状況（見込み） 
（平成 8年度繰越分957.228千円含） 

（単位：千円） 

歳 入 区 分 
最終予算額 

A 
廿I
 
v

入
 
入
 

額
B
  

差 引 
B一A 

歳出区分 
最終予算額 

A 
支
 

山
山

額
B
  

差 引 
B-A 

市 	 税 4,467,741 4,487,472 19,731 議 会 費 216,615 213,119 △3,496 

地 方 譲 与 税 240,074 240,074 0 総 務 費 2,956,328 2, 923 .4 18 △32,910 

利子割交付金 40,184 40,184 0 民 生 費 4,895,548 4.882.473 △13,075 

地方消費税交付金 106,281 106,281 0 衛 生 費 2,397,476 2,328,344 △69,132 

特別地方消費税交付金 15,632 15,632 0 労 働 費 183,824 182.350 △147円 

自動車取得税交付金 96,029 96,029 0 農林水産業費 1.655,223 1.644,620 △10,603 

地 方 交 付 税 6,681,604 6,681,604 0 商 工 費 543,651 540,361 △3.290 

交通安全対策特別交付金 12,152 10,632 △1,520 土 木 費 5. 161, 984 5.140,857 △21, 127 

分担金及び負担金 580.538 572,854 △7,684 消 防 費 951,897 951,252 △645 

使用料及び手数料 332,306 340,063 7,757 教 育 費 1,943,616 1,888,195 △55, 421 

国 庫 支 出 金 3,202,106 3,202,867 761 災害復~日費 31,980 31,682 △298 

県 	支 	出 	金 1,758,807 1,756,384 △2,423 公 債 費 1,898,705 1.898,580 △125 

財 	産 収 入 256,098 259,030 2,932 諸 支 出 金 33,486 32,163 △1 .323 

寄 	附 	金 5,159 5,158 △1 予 備 	費 10,000 0 △10.000 

繰 	入 	金 235,821 235,821 0 

繰 	越 	金 493,360 493,360 0 

諸 	収 	入 502,841 510,535 7,694 

市 	 債 3,853,600 3,853,600 0 

合 	 計 22.880,333 22,907,580 27,247 合 	計 22,880,333 22,657,414 △222,919 

◇平成9年度 特別会計歳入歳出決算の状況（見込み） 
合 	計 	区 	分 収 入 済 額（千円） 支 出 済 額（千円） 

国民健康保険事業勘定特別会計 4,337 ,253 4,214 ,434 

老 人 保 健 特 別 会 計 3,791 ,346 3,789 ,987 

高 等 看 護 学 院 特 別 会 計 76 ,441 76 ,441 

下 水 道 事 業 特 別 会 計 
（平成 8年度繰越分70,894千円含） 

1,545 ,677 1,545 ,677 

農業集落排水事業特別会計 58 ,894 58 .894 

公共用地先行取得事業特別会計 50 ,156 50 ,156 

五 fi川原市め財政状 	ら可也レま縄勿 

iJL  須 度房懲厩ij務 'ir "f/2,2 &; 	影 
五所】リ厚市 40)/財嚇 

元房夏扇斗 4. 5フ5. 015干円 

2. 948, 953千円 

0干円 

一
 
一
出

一
 
一
支

一
 
一
庫

一
市

一
国
 

I  

~ 予算額  

E二ニコ 収入済額 

収入済額 9,64 1,251千円

収入率 46. 6% 

分担金‘負担金 

諸 収 入 

g55. 217干円 
5ロ1 62ロ千円 
118. 967干円 

6ロO l16千円 Sロ0 1 

5ロ1 

融
 

一
与

一
譲

一
方

一
地
 

フ50. 56日干円  

云玉“~ 874.  315 -R - 

◇市有財産の状況 
（平成10年 9 月30日現在） 

土 	 地 3.918.23O.82m2 

うち山林 373.533.00m2 

建 	 物 232,736.81 m2 

有 価 証 券 317,421千円 

出資による権利 118,267千円 

自 	動 	車 145 	台 

債 	 権 645,861千円 

五 所 川 原 市
土地開発基金 490,060千円 

五 所 川 原 市
財政調整基金 

156,090千円 

五 所 川 原 市
特別導入事業基金 

645千円 

国財
 
民
政
 
健

調
 
康
整
 
保
基
 
険

金
  

64,874千円 

五
減
 
所

f
 

原基
 
市
金
 

 

i
債
  

9,629千円 

五 所 川 原 市
ふるさと創生基金 

125,878千円 

五 所 川 原 市
地域福祉基金 341,662千円 

五 所 川 原 市
美術館建設基金 

73,384千円 

動 	物（牛） 39 頭 

856. 80891R I 

歳
 2. 115 856干円 

'1 
総 務 費 ~＝ 0 84 

教 育 叫 693. 121干円 



◇市税の負担状況 
( ）は収入済額と収入率 

市税総額 

4,381,561千円 

(2,948,953千円 
67.3%) 

畜覇 355,5511\(193,13099'I 54.3%) 

醜語聾晋,7924FR78.8%) 

固定資産税 
7,939,1.72 
・り千円 

(1.614.489 
"'.I 千円

一一83二396) 

軽自動車税他66,359千円 

(65,049千円 98.0%) 

◇―時借入金残高の状況 
（ー般会計及び特別会計） 

留！ q
 8

 

一
 

P
P
P
n~
H~
P
 

千
千
千
千

千
千
 

9
O
O
O
O
o
 

8
 

4
 5
 6
 7
 8
 9
 

皆さんが加人している郵便局の簡易保険利I 

立金は、加入者に支払われるまて7Q)間に公共

施設の整備資金として市に還元融資され、地

域社会の発展と住民の福初:rTJ上に役立ってい

ます。市では平成 9 年度に次のとおり融資を

受：けています。 

0松島小学校グラン ド整備事業 34,500千円

〇小学校パ ソ コ ン整備事業 12.200千円

〇五所川原第ー中学校グランド整備事業 36,900千円 

0図 書 館 大 規 模 改 造 事 業 23.200千円

〇新生産調整推進対策特別基盤整備事業 4,700千円

〇堺野沢地区水環境整備事業 28.000千円 

青森県 
303,917干円 

(1.3%) 

青森県市町村職員共済組合他 
641,447千円（2.9%) 

◇市債の状況 
( ）は構成比率 

嘉麟議 
ら 4; ??4. 35,1干F:2 

(]9二 9%)弾’声 

！総務篇く 
2,260,027 

千円 
(10.1%) 

災害復旧債他 

盤L674千円（1.9%) 
消防債 394,249千円 

(1.8%) 

	

農林水産業債 L076 	・585千円（4・8%） 一 

	

民生債 544,286千円（2.4%) 	 ' 

◇平成10年度 特別会計歳入歳出予算の執行状況 
（平成10年 9 月30日現在） 

会計区分 
予算現在額 

（千円） 
収入済額 

（千円） 
収入率 

(%) 
支出済額 

（千円） 

士
x
.
 

巾
半

ー
 
 

出
％
 

国民健康保険 
事業 勘定 
特別 会 計 

4,467 ,607 1,501,353 33.6 1,605,443 35 .9 

老 人 保健
特別 会 計 

3,430 ,148 1,600,437 46.7 1,666,068 48 .6 

高等看護学院
特別 会 計 

82 ,292 3,883 4.7 33,713 41 .0 

下水道事業
特 別 会 計 

1,887 ,694 85,432 4.5 616,668 32 .7 

農業集落排水
事業特別会計 55 ,883 3,999 7.2 26,048 46 .6 

公共用地先行 
取 得 事業 
特別 会 計 

302 ,547 259,700 85.8 281,055 92 .9 

5 	平成10年I 9月 I H 
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市
教
育
委
員
会
生
涯

学
習
課

内
線
5
5
5
・
5
5
6
 

働
く
婦
人
の
家
 

生
活
講
座
受
講
生
募
集
 

市
働
く
婦
人

の
家
 

公
 
（3
5)
8
8
9
8
 

F
A
×
（3
5)8
9
5
3
 

平
成
1
1年
 

新
年
名
刺
交
換
会
 

総
務
課
 
内
線

4
0
2
 

〇
平
成
1
1年
1
月
1
日
岡
 

ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ト
五
所
川
原
2
階
 

◇
会
費
 
3
、0
0
0
円
 
（
申
し込
み
 

と
同
時
に
納
入
願
い
ま
す
）
 

◇
申
込
締
切
 
1
2月
1
8日
国
 

◇
申
込
先
 

市
総
務
課
 
内
線
4
0
2
 

五
所
川
原
商工
会
議
所
【
（3
5)2
1
2
1
 

◇
主
催
 

五
所
川
原
市
・
五所
川
原
商
工
会
議
 

所
・
ご
し
ょ
が
わ
ら
市
農
業
協
同
 

組
合
 

市
内
の
対
象
者
に
は
、
1
2月
中
旬
に

ハ
ガ
キ
で
通
知
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
 

オ
ル
テ
ン
シ
ァ
 
大
ホ
ー
ル
 

◇
受
付
時
間
 

1
3時

、
1
3時
5
0分
（
時
間
厳
守
）
 

◇
対
象
者
 

昭
和
5
3年
4
月
2
日
か
ら
昭
和
5
4年
 

4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
 

全
稽
劫
鱗
集
〉
 

選
ば
れ
た
方
に
は
、
成
人
式
当
日
に

発
表
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

◇
テ
ー
マ
 
成
人
式
を
迎
え
る
に
あ
た

っ
て
感
じ
て
い
る
こ
と
、
決
意
な
ど
。
 

◇
発
表
時
間
 
約
5
分
間
 

（原
稿
用
紙
2
枚
程
度
）
 

◇
募
集
人
員
 
男
女
各

ー
名
 

◇
応
募
資
格
 
新
成
人
（
昭
和
5
3年
4
 

月
2
日
か
ら
昭
和
5
4年
4
月
1
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
方
）
 

◇
応
募
期
限
 
1
2月
1
1日
国
ま
で
 

各
教
室
と
も
受
講
料
は
無
料
で
す
が

材
料
費
は
実
費
負
担
と
な
り
ま
す
。
 

〈
男
の
料
理
教
室〉
 

ー
冬
の
鮭
寿
司
ー
 

o
1
2月
1
7日
困
1
8時
9
9万

、
2
0時
9
9万
 

◇
講
師
 
桜
庭
み
よ
さ
ん
 

〈
お
正月
花
教
室
〉
 

〇
1
2月
2
5日
岡
1
8時
3
0分

、
2
0時
3
0分
 

◇
講
師
 
中
村
千
恵
さ
ん
 

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
9
8
 

学
習
講
座
案
内
 

市
教
育
委
員
会
生

涯
学
習
課
 

内
線

5
5
5
 

昨
年
度
に
続
い
て
市
教
育
委
員
会
が

取
り
組
ん
で
い
ま
す
『
男
女
共
同
参
画

社
会
づ
く
り
モ
デ
ル
事
業
』
の
一
環
と

し
て
の
学
習
講
座
で
す
。
 

「豊
か
で
活
力
の
あ
る
社
会
、自
分

ら
し
く
健
康
で
生
き
生
き
く
ら
し
た
い
」
 

を
テ
ー
マ
に
計
画
し
ま
し
た
。
 
 

《講
座
案
内
》
 

●

「高
齢
化
社
会
を
共
に
考
え
よ
う
」
 

ー
講
話
と
実
技
ー
 

・

1
2月
3
日
困
 
1
4時

、
1
6時
 

市
中
央
公
民
館
 
視
聴
覚
室
 

・

講
師
 

五
所
川
原
保
健
所
 
健
康
増
進
課
 

後
藤
厚
子
主
任
 

●
 

「ケ
ト
ウ
ト
ウ
さ
ん
か
ら
見
た
津
軽
」
 

ー
講
話
と
質
疑

ー
 

・

1
2月
9
日
困
 
1
4時

、
1
6時

市
働
く
婦
人
の
家
 
ホ
ー
ル
 

・

講
師
 

ケ
ト
ウ

ト
ウ

・
ル
ン
デ
グ

さ
ん
 

（黒
石
市
在
住
、
バ
リ
島
出
身
）
 

●

「本
音
で
語
ろ
う
」
 

ー
座
談
会
ー
 

・

平
成
n
年
l
H
1
6H
山
 

1
3時
、
1
6時
 

市
中
央
公
民
館
 
研
修
室
 

●
 

「親
子
ク
ッ
キ
ン
グ
」
 

・

平
成
1
1年
1
月
2
3日
田
 

9
時

、
1
2時
 

市
中
央
公
民
館
 
調
理
室
 

・

講
師
 

伽
排
詩
人
 
マ
ス
タ

ー
 

神
 
豊
さ
ん
 

※
材
料
費
は
負
担
と
な
り
ま
す
。
 

●

「職
場
で
の
独
り
言
」
 

ー
講
話
と
質
疑

ー
 

・平
成
1
1年
2
月
1
2日
岡
 

1
4時

、
1
6時
 

市
中
央
公
民
館
 
視
聴
覚
室
 

・

五
所
川
原
警
察
署
 
婦
人
警
察
官
 

※
1
2月
3
日
と
平
成
1
1年
2
月
1
2日
に

は
、
骨
密
度
測
定
を
実
施
し
ま
す
。
 

⑥
ど
な
た
で
も
、
興
昧
あ
る
講
座
に
参

加
で
き
ま
す
。
で
き
ま
し
た
ら
4
日

前
ま
で
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。な
お
当
目
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
 

す
 
え
 
き
 

講
演
会
「
難
る
須
恵
器
」
 

ー
七
和
地
区

古
窯

跡
群
 

が
語
る
謎
ー
 

市
教
育
委
員
会
生

涯
学
習
課
 

内
線
5
5
5
 

前
田
野
目
・
持
子
沢
地
区
等
に
所
れ
 

す
る
平
安
時
代
に
作
ら
れ
た
須
恵
器
窯
 

跡
群
の
謎
に
つ
い
て
の
講
演
で
す
。
 

〇
1
2月
5
日
田
 
1
3時

、
 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
七
和
 

◇
講
師
 
工
藤
清
泰
さ
ん
 

（須
恵
器
窯
跡
群
発
掘
調
査
整
備
検
 

討
委
員
）
 

◇
入
場
料
 
無
料
 

学
校
や
仕
事
の
都
合
で
市
外
に
居
住
し
 

〈
お
正月
料
理
教
室
〉
 

て
お
ら
れ
る
市
出
身
者
の
方
の
参
加
も
 

ー
お
正
月
に
欠
か
せ
な
い
 

歓
迎
い
た
し
ま
す
の
で
、
参
加
を
希
望
 

祝
い
料
理
を
現
代
風
に
ー
 

さ
れ
る
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
 

〇
1
2月
1
6日
困
 
9
時
9
9刀

、
1
2時

〇
平
成
1
1年
1
月
1
5日
岡
 
1
4時

、
 

◇
講
師
 
竹
林
恵
子
さ
ん
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地 千鳥 

分 3LDK一17戸 
地 市内湊字千鳥90番地 
造 中層 3 階建て 
模 5 帖間・ 6 帖間・ 6 帖間 

LDK（約7.5帖間） 
積 70.79平方メートル
賃 24,200-40,100円
金 3 カ月 

団
区
所
構

住
 
床

家
敷
 

地
分

地
造
模
 
積

賃
金
 

規
 
i
 

在
 
”
 
面
 

一1
 
宅
 

i
 

ュ
ノ
糾
 

今月の立候武多其ノ十六 

東京ドーム出陣まであと 2日 

そしで猿京呼で公人 

◇募集内容 

◇申込期間 12月15日（火）~25日（金） 

◇申込み手続き書類について 
①入居申込書 
② 10年度の所得証明書・ 9 年度の納税証明書 

（完納していること） 

③住民票の謄本 
◇入居予定月日 平成11年1月15日 

◇入居選考の方法 
住宅の困窮度に応じ入居決定します。 

( ）は月収 

区 分 収入基準 扶 	養 	親 	族 

3LDKLDK (詰 	pJ)3 200.000JUr 

1 	人 2 	人 3 	人 4 	人 5 	人 

4,151,999 
(345,999) 

4,627,999 
(385,666) 

5,103,999 
(425,333) 

5,575,999 
(464,666) 

6,051,999 
(504,333) 

◇入居資格 
・現に同居し、又は同居しようとする親族 

（婚約の設立している方、又は婚姻関係と同

様の事情にある方）があること。 

・現に住宅に困窮していることが明らかな方。 

・別表に掲げる収入基準の該当者であること。 

・家賃については、入居者の収入に応じて決

定されます。 
・書類は必ず申込者がご持参ください。 

・現在、市営住宅申込み中の方も、千鳥団地

に入居を希望される場合は新たに申込みが

必要です。 

「交通安全は家庭から 

交通事故概要 

青森県内 五所川原警察署管内 

7.304 320 
発生 

（十82) (+ 22) 

117 ワ
I
  

く
 
0
 

、J
 
 

死者 （十 13) 

8,740 398 
傷者 (-8) (+45) 

( ）内は、前年対比 

運難伽たりノ、ートにレかりベルトー 

五所川原市交通安全対策協議会1 
五 所 川 原 警 察 署 

毎月1日は、県民交通安金の日  

◇東京ド 

商 月又 一 扱王― 	店 

立佼武多はんてん 
立侵武多手拭い 
立儀武多扇子 
立侯武多テレホンカード 

（初五所川原観光協会 

立侵武多トレ一ナー べテイ 

立侵武多の酒 古ニ商店 

立侯武多りんごジ二1. ―ス 福士りんご園 

立侵武多サプレ 
立侯武多・立っちゃん 

カルネ ド・―ル 

立侯武多ストラップ テレコムランド 

立侵武多カレンダー アート印刷 

立l妥武多写真 櫛弓I写真店 

立侵武多ビテ’オ RAB青森放送 

※ 各グッズは活彩青森大祭典後、市内取扱店で
販売されます。 

ズ
 

ツ
 

グ
 

多
 

武
 

侵
 

立
 

る
 

れ
 

さ
 

売
 

販
 

で
 

ム
 1

1月
2
8日
か
ら
東
京
ド

ー
ム
に
向
け
立
侵
武
多

搬
送
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
各
パ

ー
ツ
ご
と
、
2
2
 

台
の
大
型
車
両
に
分
け
ら
れ
、
ド

ー
ム
に
運
ば
れ

た
立
侯
武
多
は
3
日
の
活
彩
あ
お
も
り
大
祭
典
の

開
会
式
に
間
に
合
わ
せ
る
た
め
、
1
2月
1
日
の
深

夜
か
ら
突
貫
で
組
み
立
て
作
業
が
行
わ
れ
ま
す
。
 

立
侵
武
多
出
陣
（
、
ラ
ス
ト
ス
パ
ー
ト
！
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「
 

  

  

  

．」 

五
所
川
原
市
立
 

図
書
館
か
ら
あ
れ
こ
れ
 

時
代
小
説
瓦
1
は
誰
？
 

当
館
の
人
気
を
二
分
し
て
い
る
の
は

ミ
ス
テ
リ
ー
と
時
代
劇
な
の
で
す
が
、
 

時
代
劇
の
方
は
ち
ょ
っ
と
混
沌
状
態
で

す
。
池
波
正
太
郎
、
藤
沢
周
平
の
2
大

巨
頭
を
失
「
て
ま
だ
そ
れ
に
代
わ
る
人

が
出
て
き
ま
せ
ん
。
 

宮
城
谷
昌
光
は
そ
こ
そ
こ
の
人
気
は

あ
る
の
で
す
が
中
国
物
し
か
書
か
な
い

の
で
苦
手
な
人
も
多
そ
う
だ
し
。
 「居

眠
り
紋
蔵
」
の
佐
藤
雅
美
か
、
ポ
ス
ト

藤
沢
周
平
と
い
わ
れ
る
乙
川
優
三
郎
か
。
 

は
た
ま
た
関
ケ
原
や
大
阪
城
が
得
意
の

安
部
龍
太
郎
か
。
誰
が
一
番
お
も
し
ろ

い
か
読
み
比
べ
て
み
ま
せ
ん
か
？

・
 

【お
知
ら

せ
】
 

現
在
、
冷
暖
房
の
設
備
工
事
を
実
施

し
て
お
り
、
利
用
者
の
皆
様
に
は
ご
不

便
を
お
か
け
し
て
い
ま
す
。
工
期
は
1
2
 

月
末
日
ま
で
と
な
り
ま
す
の
で
、何
分

ご
協
力
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
 

ふるさと交流圏民センター 
公 33-2111、 

縄
 

、
 懸鷺瀦離鶴軸 

雇
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日
  

曜日 催 	し 	物 開演 入場料 日 
ぎ日 催 	し 	物 開演 入場料 

大
 
ホ
 
ー
 
ル
 

 

1
  

火
  

五所川原おやこ劇場 

第59回例会 

「忍術らくだい生」 

18:30 会員 券 

小
 
ホ
 
ー
 
ル
 

一D
  

五所川原おやこ劇場 

クリスマス会 
14:00 会 il 券 

1、検査主任者研修 13:30 

(
b
 
 

日
  

第32回 

歳末助け合い芸能祭 
10:00 

前売り 

50011 13 I！ 
お遊戯会 

〔銀杏ケ丘保育園〕 
9i 20 無 	料 

20 日
  

第一・第二 

さっき保育園 

お遊戯会 

9:30 無 
23 水

  

クリスマスお遊戯会 

〔新宮団地保育園〕 
9】 30 無 

24 木
  

クリスマスコンサート 

（ビアノ発表会） 
14: 00 無 

小
ホ
ー
ル
  

1
  

火
  

岩木川治水80周年 

記念式典・ 

記念フオーラム 

13:30 無 
26 

第20回おゆうぎ会 

〔木造北保育園〕 
13 】00 無 	料 

曹 

障
害
者
が
地
域
社
会
に
積
極
的
に
参

加
す
る
意
欲
を
高
め
る
た
め
、
国
で
は

毎
年
1
2月
9
日
を
「
障
害
者
の
日
」
と

定
め
て
い
ま
す
。
 

ま
た
、
障
害
者
週
間

（1
2月
3
日
5
 

9
日
）
が
設
定
さ
れ
、
障
害
者
の
社
会

参
加
を
困
難
に
し
て
い
る
地
域
社
会
そ

の
他
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
障
壁
を
除
去
す

る
「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
社
会
」
の
実
現

を
目
指
す
週
間
と
し
て
い
ま
す
。
 

こ
利
用
く
だ

さ
い

I
・
 

毎
週
土
曜
日
（
午
前
中
）
 

市
民
課
の
窓
口
業
務
（
一
部
）
 

を
受
付
し

て
い
ま
す
 

市
民
課
 

内
線
2
0
1
2
2
0
6
 

◇
受
付
時
間
 
9
時
5
1
2時
 

◇
業
務
内
容
 

①
住
民
票
世
帯
全
員
（
謄
本
）
の
交
付
 
 ②

伯
民
票
世
帯
一
人
（
抄本
）
の
交
付
 

③
印
鑑
登
録
証
明
書
の
交
付
 

（
印
鑑
登
録
証
のカ
ー
ド
を
持
参
し
た
 

場
合
の
み
）
 

④
住
民
票
記
載
事
項
証
明
 

（
年
金受
給
者
の
現
況
届
等
）
 

⑤
出
稼
労
働
者
手
帳
の証
明
 

※
印
鑑
登
録
、住
民
異
動
及
び
戸
籍
等
 

は
取
り
扱
い
し
ま
せ
ん
の
で
、
平
日
 

に
お
い
で
く
だ
さ
い
。
 

第
4
回
市
民
 

軽
ス
ポ
ー
ツ
の
集
い
 

市
教
育
委
員
会
 
ス
ポー
ッ
健
康
課
 

内
線
5
6

ー
 

F
A
×

（3
4)
3
1
9
2
 

だ
れ
で
も
気
軽
に
で
き
る
軽
ス
ポ

ー
 

ツ
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
 

ご
家
族
、
職
場
の
グ
ル
ー
プ
で
お
誘
い

合
わ
せ
の
う
え
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
 

●

1
2月
6
日
同
 

受
付
8
時
3
0分
 
開
会
式
9
時
 

市
民
体
育
館
 

◇
競
技
種
目
 

・

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
 

・

イ
ン
デ
ィ
ア
カ
 

・

チ
ャ
レ
ン
ジ

・
ザ
・
ゲ
ー
ム
 

・

ニ
チ
レ
ク
ボ
ー
ル
 
 

・

ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
 

※
そ
の
他
い
ろ
い
ろ
な
種
目
が
あ
り
ま
 

す
。
 

◇
そ
の
他
 

・

当
日
で
も
受
付
い
た
し
ま
す
。
 

・

参
加
さ
れ
た
方
に
は
、
参
加
賞
を
差

し
上
げ
ま
す
。
 



福
祉
作
業
所
『つ
が
る
工
一犀

第
3
回
バ
ザ

ー
の
お
知
ら
せ
 

つ
が
る
工
ー房
 

公
（3
4)8
1
8
8
 

学
習
と
親
睦
の
集
い
 

講
演
会
開
催
 

杉
の
子
児
童
館
 

公
（
2
9)3
6
0
ー
 

⑥期 	間 12 月11日（金）-12月20日（日） l 

⑥スローガン『なれた道時間が変讐ばちがう道』 0 
⑨運動の重点 1 冬導9交通安全運動の推進 	l 

2 飲酒運転の追放 	そ 
彦りllzzllzク勿zlz%zl多lll勿勿zll-4勿彩勿iz影mzzz勿zmz彩zmm影彩m勿影勿グノ 

~ 

つ
が
る
工
房
で
は
、
い
ろ
ん
な
障
害

を
持
っ
た
人
達
が
、
 ガさ
を
り
織
り
ガ

の
作
品
を
製
作
し
社
会
復
帰
を
目
指
し

て
頑
張
っ
て
い
る
事
業
所
で
す
。
 

バ
ザ
ー
で
は
ガ
さ
を
り
織
り
ガ
 
の作

品
展
示
及
び
即
売
を
行
い
ま
す
。ま
た
、
 

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
喫
茶
コ

ー
ナ
ー
 

も
あ
り
ま
す
。
 

●

1
2月
1
3日
同
 
1
0時
5
1
5時
 

つ
が
る
ユ
房
 

（
市内
姥
落
字
桜
木
2
7
6
1
1
 、
弘
 

南
バ
ス
弘
前
線
 
三
ツ
屋
バ
ス
停
前
 

よ
り
徒
歩
1
分
）
 

●

1
2月
6
日
同
 
開
会
 
9
時
2
0分
 

市
中
央
公
民
館
 

◇
テ

ー
マ
 

「子
ど
も
の
心
を
大
事
に
す
る
に
は
 

親
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
」
 

講
師
 
桜
庭
利
弘
さ
ん
 

（
金木
町
在
住
 
桜
庭
美
術
館
館
長
）
 

／
 

×
 ◇

主
催
 
五
所
川
原
市
児
童
館
母
親
ク

ラ
ブ
連
合
会
 

※
当
日
は
保
育
室
を
準
備
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
小
さ
な
お
子
さ
ま
連
れ
の

方
も
大
歓
迎
い
た
し
ま
す
。
 

×
 

健

康

相
談
 はつらつ女性課内線234・236 

五所川原市役所 容35 -2111 9 平成10年12月I日 

◇
内
容
 

心
の
相
談
、
病
気
の
相
談
、
血
圧
測
 

定
等
保
健
婦
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
 

◇
持
参
す
る
も
の
 

健
康
手
帳

（
お
持
ち
の
方）
 

ー
各
地
区
で
の
 

身
も
心
も
さ
っ
ぱ
り
す
る
 

ー
 

健
康
相
談

ー
 

●

1
2月
1
0日
困
 
1
0時
3
0分
5
1
2時

石
畑
集
会
所
 

●

1
2月
1
0日
困
 
1
1時
5
1
2時
3
0分

俵
元
農
産
物
加
工
セ
ン
タ
ー
 

●

1
2月
1
0日
困
 
1
3時
5
1
5時

し
き
し
ま
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
 

●

1
2月
1
1日
岡
 
1
0時
3
0分
、
1
2時

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
梅
沢
 

●

1
2月
1
1日
囲
 
1
3時
5
1
4時
3
0分

尻
無
集
会
所
 

●

1
2月
1
1日
岡
 
1
3時3
0分5
1
4時
加
分

下
岩
崎
公
民
館
 

●

1
2月
2
1日
同
 
1
0時
3
0分
5
1
2時

桜
田
集
会
所
 

み
ん
な
の
健
康
教
室
 

●

1
2月
2
5日
岡
 
1
3時
、
1
4時
 

市
保
健
セ
ン
タ
1
 
3階
ホ
ー
ル
 

◇
講
師
 
佐
藤
内
科
小
児
科
医
院
 

佐
藤
賓
先

生
 

◇
テ
ー
マ
 
「
糖
尿
病
の
は
な
し
」
 

ー
予
防
と
治
療
を
中
心
に

ー
 

◇
主
催
 
北
五
医
師
会
 

市
民
保
健
協
議
会
 

」
ラ
子
の
味
覚
百
ま
で
事
業
 

メ
ニ
ュ

ー
大
募
集
 

◇
献
立
の
内
容
 

幼
児
を
対
象
と
し
た
、
地
域
の
食
材

を
活
か
し
栄
養
価
に
富
んだ
も
の
又

は
伝
統
的
な
料
理
に
ユ
夫
を
凝
ら
し

た
、
薄
味
の
お
か
ず
又
は
お
か
し

◇
募
集
期
間
 
1
2月
1
8日
岡
ま
で

◇
実
施
主
体
 
青
森
県
 

◇
応
募
方
法
 
詳細
に
つ
い
て
は
お
電

話
く
だ
さ
い
。
ま
た
応
募
献
立
用
紙

も
は
「
ら
「
女
性
課に
あ
り
ま
す
。
 

献
血

の
ご
案
内
 

●

1
2月
9
日
困
 
9
時
5
1
5時

五
所
川
原
第
一
高
等
学
校
 

●

1
2月
1
6日
困
 
9
時
3
0分
5
1
5時

五
所
川
原
商
業
高
等
学
校
 

一
 教
育
の
難
し
さ
、
思
春
期
の
情
操
教

一育
の
重
要
さ
が
い
わ
れ
て
い
る
昨
今
、
 

は
つ
ら
つ
女
性
課
の保
健
婦
に
よ
る
思

一春
期
ふ
れ
あ
い体
験
学
習
が
毘
沙
門
小

学
校
，
 一
野
坪
小学
校
で
開
催
さ
れ
ま
 

Fし
た
。
 

一
 
対象
と
な
「
た
6
年
生
の
児
童
は
、
 

一
赤
ち
ゃ
ん
の
模
型
を
抱
い
た
り
．妊
婦
 

ノ
 

・

シ
ュ
ミ
レ
ー
タ
ー
で妊
婦
切
疑
伐
付
膨

し
た
り
す
る
こ
と
で
、出
産
の
苦
労
を

知
り
、
自
分
（
の
親
の
思
い
と
自
分
自
 

”
身
が
大
切
な
存
在
で
あ
る
こ
と
を

学
ん
 

一
で
い
ま
し
た
o
 

r
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」
」
一
一
一
一
 

一
一一
一
一一
一
一
一一
一
一一
一
 

I  

フーーマ 

元気で 
長生きの食事 

五所Il源市食生活改善推進員会  

Iきのこ吹き寄せずしI 

材 料（ 4 人分） 

すし飯 	800 g 
かにたま 	40 g 
高野豆腐 	1枚 
まいたけ‘しめじ 

各り日ノ2ノ（ック 

しいたけ 	4枚 
にんじん 	1/4本 

ぎんなん 	12個 
A（酒・みりん・しようゆ

各 1と大さじ1/3、だし
汁適宜） 
卵 	 1個 
みりん 	小さじ 1 
油 	 少量 
糸みつば 	り日ノ2束 

ご飯を主食とした

日本型の食生活は、 

栄養のバランスがと

れ、過食や偏食、犬

りすぎを防ぎ、生活

習慣病予防にも最適

です。 

ご飯食で、良い食

習慣を心がけましょ

う。 

①高野豆腐はもどして水気をよく切り、薄い角切
りにする。きのこは石附きをそぎ落とし、 1 本

づつにほぐす（しいたけは薄切り）。これをAで

煮る。 
②にんじんは厚めの花形切りにし、ぎんなんは鬼

皮と薄皮をとり、それぞれ薄塩をして苑でる。 
糸みつばは適当な長さに切る。 

③卵は割りほぐしてみりんを加え、薄焼き卵にし、 
せん切りにする。 

④すし飯に①・②・③を混ぜる。 
●“~m・S‘・z,1●”””苫●”‘ら・：,;"’γ与い“呂心二“"“叱心×戸呂臣”1'""' 

苦濡I豊露嬰麟ぽ 

月ノ日 曜日 医療機関名 医療機関所在地 電話 

12/6 日
  

田辺胃腸科外科医院 五所川原市旭町40-1 35-6355 

12/13 日
  

骸服翻ク仁ック 五所川原市字鎌谷町164-3 35-8250 

※1．対応時間（電話で確認）午前 9時から午後 5時
まで。 

2．その他、消防署（救急医院案内合34-4999）で
紹介します。 
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今回は、今年初めて市民総合健診を受けた

勝野てついさんを紹介します。 

一 	勝野さんは、自分の健康を確認したくて健 

ー 診を受けようと思いながら、申し込まずに3 

年位たっていました。 お母さんが糖尿病にか 

かったので、決心をして受けたそうです。 

「健診当日は、前の人に付いて回って、な

んとカ味冬了。 おしりが痛くなってしまうほど

午後までトク万寺ち時間は長く感じました。 結果

は、早く届けば、再検査。 忘れた頃に来ると

いいみたいと人に聞いたけれど、 5週間目に

やっときた封筒の中は 『結果説明会の案内』 

だったので糖尿病の不安が大きくなってしま

いました。 説明会で、健康な結果ですよと告

げられ、 それまでの不安がふっとびました」 

と、その時の気持ちを教えてくれました。 

「私、全然運動してないし健康のためにっ

て何もしてないよ」 と言いつつも、説明会でト 

’ のグルーフPワークてふ、「おいしく食べられる。 

よく眠れる。 気持ちを切り替えられるところ

が自分のいいところかな」 と語ってくれた勝

野さん。 夜、 あれこれ悩んだり、反省したり

しますが、朝になって、 まだ心に引っかかっ

ていたら、 また考えようと気持ちを切り替え

て目民るようにしているのだそうでトす。 

また、絵が好きな勝野さんは、食事や弁当

のイ士上げは 「何色足りないかな？」 という気

持ちになっていることに気づきました。 「ニ

セ物の色はイヤ」 と言う勝野さんは、本物の

野菜の彩りを大切にしていたことが栄養のバ

ランスにもつながったようです。 

ー日の気持ちを寝つく枕に持ち込んで、眠れない夜

を過ごすことは誰しもあります。今回のお話しは、前

の雪が溶けないうちに新しい雪が降り続き、下の雪が

コチコチに凍りついてしまうような“ストレス“を心

の中に積もらせない生き方のヒントになりそうです。 
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